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実地確認チェックリストとは 

平成 22 年の廃棄物処理法の改正により、平成 23 年 4 月 1 日から、事業者が産業廃

棄物の運搬又は処分を委託する場合には、当該産業廃棄物の処理の状況に関する確認を

行い、当該産業廃棄物について発生から最終処分が終了するまでの一連の処理の行程に

おける処理が適正に行われるために必要な措置を講ずるように努めなければなりませ

ん（廃棄物処理法第 12 条第 7 項を参照）。 
本努力義務を果たす方法の一つとして、処理を委託した産業廃棄物処理業者の施設を

排出事業者が実際に処理業者を訪問して、実地確認することがあげられます。一部の都

道府県等では、条例により実地確認について回数等を定めています。 

他方、排出事業者からは産業廃棄物処理は専門的・技術的すぎて、何を見て適正な処

理業者なのか判断できないといった声が聞かれます。しかしながら、処理の技術的な内

容はともかく、適正な処理業者か否かは、許可関係の書類を見たり、清掃を含めた施設

の管理状況を直接見たりすることでわかることが多いものです。決して難しいものでは

ありません。 
適正な産業廃棄物処理業者は、自分たちの処理内容や施設を排出事業者に直接見てい

ただくことは大変重要なことだと考えており、積極的に訪問を受け入れています。産業

廃棄物処理業者が排出事業者に対して処理の説明をし、お互いにコミュニケーションを

取ることは廃棄食品の適正なリサイクル等を進める上で非常に重要だと考えています。 

本チェックリストは、排出事業者が廃棄食品の肥料化または飼料化を委託している産

業廃棄物処理業者を実地確認する際に、何をもって適正な処理業者であるのかを判断す

ればいいのか、について参考となるものとして策定いたしました。 

なお、本チェックリストについては今後、排出事業者や産業廃棄物処理業者の意見を

聞きながらよいものにしていきたいと考えています。御意見等ございましたら、全国産

業廃棄物連合会事務局に御連絡いただいますようお願いします。 
 
2 本チェックリストの構成（表 1 のとおり） 
 
3 より適正な処理を推進していくために 

本資料の実地確認を行った上で、日頃から廃棄物がどのように処理されているか見届

けることが大切です。 
食品廃棄物の排出事業者には、次のようなことを実践されている会社もありますので、

是非参考にしていただければ幸いです。 
【実践例】 
 自社製造工程や、処理委託前の産業廃棄物の保管状態・員数管理等の実態を産業廃

棄物処理業者に確認してもらうことで、日頃から相互の信頼関係強化に努める。 
 産業廃棄物搬出量を搬出時に計量し、産業廃棄物処理業者側の廃棄物搬入量と比較



し管理する。 
 産業廃棄物搬出荷姿と、（収集運搬後の）産業廃棄物中間処理施設の廃棄物搬入荷

姿を写真に撮り比較し確認する。 
 産業廃棄物の荷積みに立ち会いし、その後は産業廃棄物収集運搬車に同行し、産業

廃棄物処理施設でピットに投入（処理）されるまで見届け、写真を撮る。 など。 
 

表 1 チェックリストの構成（項目と概要） 
項目 概要（チェックポイント等） 

1 会社概要 会社の概要です。 
2 法対応の確認

（※） 
全てが適合である必要があります。 
確認する書類の例として次が考えられます。 
【業許可】 

・産業廃棄物処理業許可証 
【登録・届出】 

（肥料化事業） 
・農林水産省汚泥発酵肥料登録 
・普通肥料生産・販売業者届出 
・特殊肥料生産・販売業者届出 

（飼料化事業） 
・飼料生産・販売業者届出 

3 廃棄物の受入か

ら再生品の販売等

の確認（※） 

【昨年実績】 
それぞれの数字に整合性があるかを確認します。受託した廃棄物

から肥料化・飼料化の際には減量しますが、その根拠と合わせて

量の整合について処理業者から十分な説明を受けてください。 

処理業者が受託した廃棄物の受入から処理、最終的に製品と処理

残さになるまでの量の流れを確認します。受入廃棄物量に比較し

て製品の肥料・飼料の重量は減りますが、数的根拠について委託

している処理業者から「昨年実績」と同様に十分な説明を受けて

ください。 

4 管理体制等の確

認（※） 
社内管理体制を確認します。 
廃棄食品の処理料金については、廃棄物排出時の包装状態、形状、

性状、選別状態等により大きく変わります。何故安いのか、何故

高いのか、料金設定の根拠について十分な説明を受けてください。

5 処理施設での確

認 
工場を視察して確認します。 

6 その他 排出事業者が処理業者に対する信頼を得るうえで、把握すること

が望ましい項目です。 
※は特に重要な項目です。 


